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　新年度になり、学校や職場では健康診断の時期にな
ってきました。村でも、下記のとおり各種健診を予定
していて、５月に実施する健診の受診票を先日配布し
ました。（詳しい日程は、５月１日号広報お知らせ版
をご覧ください） 
　自分の体や健康を確かめるため、皆さん健診を受け
ましょう！ 
　なお、７月に実施する胃がん検診、大腸がん検診の
受診票は６月初めに送付します。 

○肺がん検診受診率 
　　・・・40歳代　47％　50歳代　63％ 

○胃がん検診受診率 
　　・・・40歳代　28％　50歳代　47％ 

○特定健診受診率（国保のみ） 
　　・・・40歳代　27％　50歳代　28％ 

　　　　　　　　　　　　　＊平成20年度結果より 

　この年代は、健康に関心を持つ人はまだ多くない

ようです。特定健診の未受診だった40～50歳代の方々

を訪問した結果、「時間がない」「面倒くさい」「具

合が悪かったら医者に行くから検診の必要はない」

などの理由の方が多い状況でした。 

　しかし、生活習慣病といわれるガンや脳卒中、糖

尿病などは、40歳代から始まるといわれています。

病気の初期には自覚症状がないことが多く、早期に

発見することが重要です。 

　家庭でも職場でも一番の大黒柱であるこの年代の

方々に、ぜひ健診を受けてもらいたいと思います。 

昨
年
の
特
定
健
診
の
よ
う
す 

春は健診の時期 
皆さん受診しましょう 

　保健分野（生活習慣病健診・健康づくり・赤ち
ゃん健診・子育て支援など）を担当する保健師は、
下記のとおり４人で各地区を担当します。 

　はじめまして。４月から正職員になりました保健
師の島津心です。 
　滋賀県の出身なので、まだまだ新潟県や関川村の
ことが分からないので、村民皆さんから色々なお話
を聞かせていただきたいと思っています。 
　よろしくお願いします。 

保健師の担当地区のお知らせ よろしく 
お願いします 

保健師 

　島　津　　心 
しま　　 つ　　　　こころ 

保健師 
新野 
由美子 
 

担当 
地区 下　関 

稲垣 
　暁美 
 

四ケ字 
女　川 

佐々木 
　沙織 
 

霧　出 
川　北 
九ケ谷 

島津 
　　心 
 

上　関 
湯　沢 
七ケ谷 

一番受診してほしい 
　　　　　大事な年代… 

健診（検診）の受診率が低い 
　　　　　40～50歳代（特に男性） 

実は 

※勤めていて休みのとれない方のために、胃がん検診
　は土曜日も実施します。また、肺がん・特定健診の
　未受診者検診も７月11日（土）に実施します。 

・婦人がん検診①（子宮がん、乳がん） 

・肺がん検診（胸部レントゲン） 

・特定健診　・前立腺がん検診 

・婦人がん検診②（子宮がん、乳がん） 

・胃がん検診・大腸がん検診 

・未受診者検診（7/11） 

※胃がん検診会場で、肺がん・特定健診 

　の未受診者 

５月 

６月 

７月 
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
役

場
庁
舎
内
に
設
置
さ
れ
て
か
ら
三

年
が
経
過
し
ま
し
た
。 

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、

高
齢
者
の
総
合
相
談
と
い
う
大
き

な
業
務
が
あ
り
ま
す
。 

　
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
の

中
で
一
番
多
い
の
が
介
護
に
つ
い

て
の
相
談
で
す
。
特
に
最
近
は
、

認
知
症
に
関
係
の
あ
る
相
談
が
増

え
て
い
ま
す
。 

　
「
何
度
も
同
じ
こ
と
を
聞
く
、

話
す
」
「
日
に
ち
や
時
間
の
感
覚

が
な
く
な
っ
た
」
「
物
が
な
く
な

っ
た
と
い
い
、
部
屋
中
を
探
し
回

る
」
「
家
族
を
泥
棒
扱
い
す
る
」

な
ど
、
内
容
は
千
差
万
別
で
、
誰

一
人
と
し
て
同
じ
症
状
を
呈
す
る

こ
と
の
な
い
の
が
認
知
症
の
症
状

の
特
徴
で
す
。 

　
認
知
症
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ

て
相
談
に
訪
れ
る
家
族
も
い
ま
す

が
、
認
知
症
と
は
思
わ
ず
に
、
混

乱
し
て
来
所
す
る
家
族
の
方
も
い

ま
す
。
ま
た
、
「
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
い
う
場
所
を
知
ら
な
か
っ

た
」
「
も
っ
と
早
く
相
談
に
来
れ

ば
よ
か
っ
た
」
と
い
う
声
も
い
ま

だ
に
聞
か
れ
ま
す
。 

　
こ
の
反
省
を
ふ
ま
え
、
今
後
は

多
く
の
住
民
の
方
に
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

村
内
の
関
係
機
関
を
は
じ
め
、
老

人
ク
ラ
ブ
、
地
域
の
茶
の
間
な
ど

地
域
の
身
近
な
方
々
に
も
知
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者
総
合
相
談
窓
口 

相
談
内
容
の 

　
ト
ッ
プ
は
「
介
護
」 

　気軽に立ち寄って相談ができるセン
ターを目指しています。秘密は固く守
られます。 

　
気
管
支
喘
息
は
、
最
近
増
加
傾

向
に
あ
り
、
日
本
で
は
約
三
・
二

％
の
人
が
喘
息
に
苦
し
ん
で
い
ま

す
。 

　
喘
息
の
特
徴
と
し
て
、
刺
激
に

よ
る
気
道
閉
塞
、
気
道
反
応
性
の

亢
進
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は

慢
性
の
気
道
炎
症
が
本
態
と
な
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
て
、
咳
や

喘
鳴
、
呼
吸
困
難
な
ど
の
症
状
が

特
徴
的
で
す
。
成
人
喘
息
に
は
、

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
に
よ
り
特
定
の

抗
原
に
反
応
し
て
起
こ
る
ア
ト
ピ

ー
型
喘
息
と
ア
レ
ル
ギ
ー
の
関
与

が
証
明
さ
れ
な
い
非
ア
ト
ピ
ー
型

が
あ
り
、
高
齢
で
発
症
す
る
場
合

は
、
後
者
の
割
合
が
多
く
な
り
ま

す
。 

　
診
断
は
、
喘
息
発
作
を
繰
り
返

す
場
合
は
容
易
で
す
が
、
発
症
初

期
で
は
典
型
的
な
症
状
が
出
な
い

た
め
難
渋
し
ま
す
。
臨
床
的
に
は
、

①
発
作
性
の
呼
吸
困
難
や
咳
②
治

療
な
ど
に
よ
り
、
良
く
な
る
可
逆

性
の
気
道
狭
窄
③
そ
の
他
の
心
臓

や
呼
吸
器
疾
患
を
除
外
で
き
る
こ

と
、
な
ど
に
よ
り
ま
す
。
喘
息
の

診
断
に
特
徴
的
な
検
査
と
し
て
は
、

気
道
の
狭
く
な
っ
た
程
度
を
診
る

肺
機
能
検
査
、
気
管
支
拡
張
剤
の

吸
入
の
前
後
で
肺
機
能
検
査
を
行

い
、
狭
い
気
道
が
ど
れ
だ
け
改
善

し
た
か
を
診
る
気
道
可
逆
性
検
査
、

刺
激
に
対
す
る
気
道
反
応
の
敏
感

さ
を
診
る
気
道
過
敏
性
試
験
な
ど

が
あ
り
ま
す
。 

　
喘
息
の
重
症
度
お
よ
び
発
作
の

強
さ
は
、
治
療
を
決
め
る
う
え
で

大
変
重
要
で
す
。
重
症
度
は
、
喘

息
の
症
状
の
強
さ
と
頻
度
、
ピ
ー

ク
フ
ロ
ー
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
呼
気

速
度
の
変
化
の
測
定
、
症
状
を
抑

え
る
の
に
必
要
な
薬
剤
の
種
類
と

量
な
ど
に
よ
り
ス
テ
ッ
プ
１
か
ら

４
ま
で
の
四
段
階
に
別
れ
て
い
ま

す
。
発
作
の
強
さ
も
、
呼
吸
困
難

の
程
度
や
可
能
な
動
作
、
ピ
ー
ク

フ
ロ
ー
値
な
ど
で
五
つ
に
区
分
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
喘
息
と
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
病
気
と
し
て
、
気
道
の
異
物
、

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
、
心
不
全
、

自
然
気
胸
な
ど
多
く
の
疾
患
が
あ

り
ま
す
。
喘
息
死
に
関
し
て
は
、

従
来
、
年
間
五
千
人
か
ら
六
千
人

の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

治
療
の
進
歩
に
よ
り
、
二
〇
〇
六

年
に
は
二
千
八
百
人
に
減
少
し
て

き
ま
し
た
。 

　
治
療
は
、
吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
剤

の
導
入
に
よ
り
著
し
く
改
善
し
ま

し
た
。
吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
は
、

軽
症
か
ら
重
症
ま
で
の
方
の
使
用

が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

軽
症
持
続
型
か
ら
重
症
ま
で
長
時

間
作
動
型
β
２
吸
入
薬
の
併
用
が

推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

症
状
に
よ
っ
て
テ
オ
フ
ィ
リ
ン
徐

放
剤
や
抗
ロ
イ
コ
ト
リ
エ
ン
剤
の

併
用
も
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
最

近
吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
と
長
時
間

作
動
型
β
２
吸
入
薬
の
合
剤
が
使

用
可
能
と
な
り
、
吸
入
が
容
易
に

な
り
ま
し
た
。 

　
喘
息
は
、
十
分
な
治
療
を
受
け
、

発
作
を
予
防
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合

　
わ
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。 

　

六
二
―
三
一
一
一 
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「
気
管
支
喘
息
」
に
つ
い
て 

県
立
坂
町
病
院
　
診
療
部
長
　
浅

野

良

三

 

ぜ
ん
そ
く 




